いかにして高次の世界を認識するか

第三版に寄せる序文(1909年)
・偏見を抱かないでいると、私たちは霊学と科学は一致しているという事実をいっそう明確に認識できるようになる。

・霊視者が伝える認識は、すべての人間にとって健全で正しい人生の栄養になる。すべての人間が応用できる。
・霊視者が伝える認識を受け入れると、人生のあらゆる領域が変化する。また、このような認識が欠けていると、人生からさまざまなものが失われることになる。

第五版に寄せる序文(1914年)
1918年(5月)版に寄せる序文
■いかにして高次の世界を認識するか
■秘儀参入の諸段階
■秘儀参入
■実践的な観点
■神秘学の訓練のための条件
■秘儀参入のいくつかの作用について
■神秘学の学徒の夢の生活に現れる変化
■意識の持続性の獲得
■神秘学の訓練に伴う人格の分裂
■境域の守護者
■生と死―境域の大守護者
あとがき(1918年)
訳註
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■1 いかにして高次の世界を認識するか
◇条件(P3～)
・神秘主義者､グノーシス主義者､神智学者､

第一の真実｢高次の知識を真剣に求める人は世界の高次の秘密を手ほどきしてくれる秘儀参入者を探し出すのにどんな苦労も障害もいとわないはずである｡｣

第二の真実｢どのような状況のもとにおいても､認識を求めて､ふさわしい方法で真剣に努力する人には､秘密は明かされる｡｣

・秘密を受け取る段階まで人間を霊的に成熟させる道は厳密に定められている｡この道がめざす方向は霊的な世界において消すことのできない永遠の文字によって最初から示されている｡

・有史以前の太古の時代には､霊的な神殿は霊的な世界に存在するだけではなく､目に見えるものとして外界に存在していた｡

しかし本当は霊的は神殿はいたるところに存在している｡

・まず最初に私たちが身につけなくてはならないのは魂のある種の基本的な気分である｡霊的な探求をする人々はこの基本的な気分を尊敬の道と呼んでいる｡

・神秘学に共通する基本原則
1. 自分自身の知識を豊かなものにし､自己の内面に宝物をため込むために求める認識はすべて､あなたを正しい道から逸脱させる｡一方､みずから気高い存在となり､世界の進化と歩調をあわせて成熟するために求める認識は､あなたを前進させる｡

2. 理想とならないような理念はすべてあなたの魂の力を殺す｡また､理想となるような理念はすべてあなたのなかに生きる力を生み出す｡

◇内面の平静(P18～)

・実践的な規則
・太古の昔の経験や知識に基づいて生み出されたものだ｡この実践的な規則は高次の認識に至る道が示されるところでは､どこでも同じような方法で教えられる｡真の霊的生活の師はこのような実践的な規則の内容に関しては一致した見解を抱いている｡

・霊的な師は規則をとおして他の人を支配しようとしたり､人間の自立性も侵害することはない｡
・｢第三の掟｣
一般の人びとと出会うとき⇒｢どのような人間の自由な意志決定も､侵害しないように､あなたの行為と言葉を整えなさい｣
・｢内面の平静｣のための時間を生み出しなさい｡そしてこのような時間に､｢重要なことがら｣と｢重要でないことがら｣とを区別する｡
・神秘学の規則と教えはすべてイメージによる象徴言語によって教示されるものなのだ｡⇒象徴言語を正しく理解する｡

・短い時間のあいだ､自分自身を日常生活から切り離さなくてはならない｡

・｢特別な時間をとおして､人間は始めて､日々の課題に対処するための完全な力を得ることができる｣という事実に気づくことになる｡⇒訓練にあてる時間が十分にないときは毎日５分だけ､この目的のために使えば十分だ｡⇒この五分間をどのように使うかが重要｡

・ふだん体験しているあらゆる事柄をより高い観点から眺めるようにする｡
③ 内面的なものの発達
・日常的な人間と､高次の人間
・人は､みずからの中に超感覚的な認識に到達するための｢高次の人間｣というものを眠らせている｡

・すべての人間は自分自身の力をとおしてのみ､この高次の人間を自己のなかに目覚めさせることができるのだ｡

・内面の平静がもたらす成果を実感することができるようになるまでは真剣に､厳格にすでに述べたような規則に従い続けるように自分に言い聞かせる｡⇒まわりが霊的に明るくなり､目の前にそれまで自分のなかに感知したことのないまったく新しい世界が姿を現す瞬間を誰もが体験することになる｡

・内面において心理を保持し､どこまでも誠実な態度を貫きながら､まったくの他人になったように自分自身のあらゆる行動や行為とエネルギッシュに向きあうことができるかどうか｡

通常の意識での私たちを｢日常的な人間｣と呼び､中で眠っている｢高次の人間｣と区別する｡このとき､次のようなストーリーがある｡
　① ｢日常的な人間｣としての人が､日常生活を送りつつ､落ち着いた気分を維持する｡
　② このことが､中で眠っている｢高次の人間｣に影響する｡
　③ かくして､｢高次の人間｣が成長する｡
　④ やがて､｢高次の人間｣は､高次の能力をもつようになる｡
　◇安らかな内省
　　内省的な思考についての瞑想とは､明晰で・明確で・はっきりとした思考をもつこと｡
　　｢私が働いたり苦しんだりする｣のは､｢私が霊的な大いなる世界と結びつく｣ことにより起こってくる｡
　・霊的な訓練の手段
　① 準備 ―　 私の霊的な感覚が発達する｡
　② 啓示 ―私のところに､霊的な光が灯される｡
　③ 秘儀参入― 高次の霊的な存在と私との､交流の道が開く｡⇒

　　 超感覚的な認識に到達するための高次の能力⇒目の前にそれまで自分の中に感知したことのないまったく新しい世界が姿を現す瞬間を誰もが体験することになる｡
　④ ある特定の時間に全くの他人になったようなつもりになって､自分自身と向き合う力を育てることを試みなくてはならない｡
(b)｢内面の平静｣のための時間をもち､

｢重要なことがら｣と｢重要でないことがら｣とを区別する｡
｢自分のことを､外から､観客として見る｡｣
③ 内面的なものの発達
・昼間､日常的な｢人生｣を生きることにより専念できるようになる｡

・自分自身の行動すべてに自信をもち始める｡

・どんな予期せぬこ出来事だ起こっても､落着きを失わないようになる｡

・まわりや外界にふりまわされることが少なくなる｡

・プラス思考となる｡自分を臆病にするような考えは抑制する｡

・大波のまっただなかで､人生という船を確実にしっかりと進ませるようになる｡⇒平静で落ち着いた気分⇒人間が成長

・自分を傷つけたり､怒らせたりする刺を抜き取ることができる｡

・｢高次の人間｣はたえず成長を続ける｡

・｢内面の支配者｣を見い出し､自分で決めたとおりに外界の印象の作用を受け取る能力をみずからのうちに育てなくてはならない｡

・大切なのは学徒が真剣に探し求めるかどうか｡

・疑いの気持ちを抱くことなく､確固とした態度を保ち続けた学徒の多くは､その後まったく突然に､｢内面の勝利｣を獲得した｡

・内面において真理を保持し､どこまでも誠実な態度を貫きながら､まったくの他人になったように､自分自身のあらゆる行動や行為とエネルギッシュに向き合うことができるかどうか｡

・他人になったようなつもりで､自分自身に向きあうときには､私たちは自分自身だけを観察している｡

・自分が置かれている特定の状況とは関係のない､純粋に人間的なものへと上昇しなくてはならない｡

・個人的なものを越えた何かが活動するようになる｡

・さらに高次の世界に目を向けるようになる｡

・自分はこのような高次の世界に属している､ということを感じ､体験しはじめる｡

・それは､私達が通常の感覚や日常的な活動を基準にしては語ることができないような世界だ｡

・平静の時間に自分に語りかけてくる､内面の声に耳を傾ける｡

・内面において､霊的な世界と関わりあうようになる｡

・自分のまわりの外界に存在するものをすべて､退ける｡

・魂のなかで安らかに内省し､純粋な霊的な世界と対話するようになる｡

・生き生きとした感情を育てなければならない｡

・自分のなかに流れ込んでくる霊を愛することを学ぶ｡

・事物と同じように､自分自身の思考と関わりあう｡

・神秘学の額とはこの思考の世界のなかに生命が出現するのを経験する｡

・思考をとおして隠された存在たちが語りかけてくることを知る｡

・生命は学徒に向って語りかけるようになる｡

・生命は神秘学の学徒の魂をとおして鳴り響く｡

・この瞬間を初めて体験するとき､神秘学の学徒は最高の幸福を感じる｡

・神秘学の学徒の外なる世界全体に内面の光が注がれる｡

・人間の魂が至高のなかで営む活動は､霊的な本質における活動へと拡大していく｡

瞑想(内省的な思考＝魂が思考のなかで営む上記のような活動

・瞑想は超感覚的な認識に到るための手段

・文献のなかによりどころとするのにふさわしい書物を見出す｡

・霊の探求者たちはこのような書物のなかに神に関する学問の思考内容を書き留めた｡霊は使者たちをとおして､その思考を世界に告げ知らせた｡

・神秘学の学徒は完全に変化する｡

・｢私が実行すべきどんな小さな行動も､私の前に現れるどんな些細な体験も､大いなる世界の存在者たちや世界の出来事とつながりを持っている｣ことを理解している｡⇒※引寄せの法則・鏡の法則

・今では｢私が働いたり苦しんだりする｣のは､｢私が霊的な大いなる世界とつながるためである｣ということを知っている｡
・｢経験を積んだ人間の助言のもとで行われると､瞑想はよりよい形で目的に達する｣⇒人の助言や指示をよく検討してみる｡

・本当にものごとを知っている人はきわめて謙虚

瞑想をとおして霊との結びつきを深めていくと
・自己のなかで永遠性や誕生と死によって制約されないものを自分自身のなかに見出すようになる｡

・永遠に変わることのない､けっして破壊されることにない､自分自身の存在の核を認識ｼ､直観する｡

・瞑想するｋとによって､誕生と死のかなたに存在する体験についての記憶が生き生きとよみがえる｡

■2 秘儀参入の諸段階
・霊的な訓練の手段
まじめに､辛抱強く

　① 準備 ―　 私の霊的な感覚が発達する｡
　② 啓示 ―私のところに､霊的な光が灯される｡
　③ 秘儀参入― 高次の霊的な存在と私との､交流の道が開く｡⇒

　　 超感覚的な認識に到達するための高次の能力⇒目の前にそれまで自分の中に感知したことのないまったく新しい世界が姿を現す瞬間を誰もが体験することになる｡
◇1 準備(Ｐ38～)
① ただ一つの印象へ向かう｡
② 感情の高まり｡
③ 外界の印象を排除して､感情の余韻を味わう｡
④ 内省的な均衡を保ちつつ､観察する対象を見て､魂の中に生じる感情や浮かび上がってくる思考に身をゆだねる｡
・生成､繁茂､開花＝日の出をまえにしたときの感情⇒霊的作用
・枯れる､死滅　　＝月が昇るときの感情　　　　　⇒霊的作用
私が意図をもって計画的にこの感情にくり返し身をゆだねる｡

⇒魂の世界・アストラル界　が姿を現す｡

⇒一つの事象から二人以上の人が同じように霊的形態を捉えることができる｡

・新鮮な気持ちを抱いて健全な感覚と鋭い観察の才能を働かせながら感覚的な世界を観察し､そのあとでみずからの感情に身をゆだねる｡

⇒高次の世界において自分の位置確認をすることができるようになる｡｢でたらめに撃った銃弾がものにあたると､どういう作用を及ぼすか

⇒思考の世界では他の思考に対して破壊的に作用する｣

⇒どのようなときも､誤った感情や思考を抱かないように心掛ける｡

⇒自分自身の内面を制御することによって､初めて感情は豊かになり､真の創造力を創造的に働かせることが可能になる｡

⇒自然全体に対して感覚を働かせる｡自己の内面を完全に沈黙させる習慣を身につける｡(とりわけ､あらゆる否定的な判断について)

子どもたちからはかりしれないほど多くのことを学ぶ｡

⇒｢魂で聞く｣⇒理解できない響きでしかなかった音が意味に満ちあふれた自然の言語となる｡

⇒無私の態度で相手の言葉に耳を傾けることができるようになる｡

自分以外の人間の本質と完全に一体になり､そのなかに入り込むことができるようになる｡

・私たちは､言葉に耳を傾けることをとおして､自分以外の人間の魂のなかに入っていく｡ 
・訓練を続けることで､初めて音声が魂と霊を知覚するのにふさわしい手段になる｡

・高い目標に到達する｡

・｢内面の言葉｣の知覚が成長していく｡

・｢内面の語りかけ｣をとおして､あらゆる高次の真理に到達することができる｡

・神秘学の探求者の教えに耳を傾けることは､それ自体､私たちが自分自身で認識できるようになるための重要な手段である｡

・私たちが耳にする神秘学の言葉の一つひとつは､魂が真の進歩を遂げるように私たちの感覚を導く性質を備えている｡

・私たちは､すでに解説したようなすべての訓練を行うのとあわせて､神秘学の探求者が世界に対して語る事柄を熱心に研究しなくてはならない｡

・このような研究は､あらゆる神秘学の訓練のための準備として､必要不可欠だ｡

・神秘学の探求者たちの教えを受け入れないなら､それ以外のどのような手段をもちいても､私たちは目標に到達することはできない｡

・このような教えは生きた｢内面の言葉｣から､｢生きた語りかけ｣から､汲み取られたものであり､それ自体､霊的な生命を備えている｡

・あなたが､神秘学的な事柄に精通している人の言葉に耳を傾けたり､真の内面的な経験から生み出された書物を読んだりするときには､自然の力が生きた素材のなかからあなたの目と耳を形成したように､霊視する能力を授けてくれる力があなたの魂のなかで活動する｡
◇2啓示(Ｐ49～)
① 水晶などの鉱物・植物・動物など､さまざまな自然の存在を観察する｡
② このことにより､霊的なものを見るための器官としての｢霊的な目｣が形成されていく｡
・鉱物､動物､植物､そしてけっして物質的に受肉することのない高次の世界の存在たちがいろいろな色あいをおびて現れることもよくある｡

・｢霊的な目｣をとおして霊視する能力を身につけると､遅かれ早かれ､物質的な現実のなかにはけっして足を踏み入れることのない､人間よりも高次(もしくは低次)の存在たちと出会うことになる｡

◇３思考と感情の制御(Ｐ55～)
・｢私は正しい道の上にいる｣というおぼろげな感情⇒大切に育てる

・たとえば､植物の種子を見る｡植物の種のなかには存在していない何かが､目に見えない形で含まれているのである｡⇒目に見えないものは将来目に見える植物に変化する｡⇒色と形を見ることになる｡⇒学徒は自分自身のなかにある力を感じるようになる｡一種の霊的な炎を感じ取る｡

・思考を一定方向に向ける訓練をする｡

・神秘学の黄金律－神秘学の真理の認識において､人が一歩進むならば､性格を完全なものにしようと努め､｢善｣に向かって三歩前進しなさい｡
・あなたが霊的に見たものについて沈黙することができるようになりなさい｡

・人間の本性と宇宙のなかに存在するあらゆるものとの秘密に満ちたつながりを洞察できる段階まで成熟するのだ｡

・秘儀参入の最初の段階に到達するときがしだいに近づいてくる｡

・人生は｢最良の､神秘学の学校｣である｡
・｢あらゆる観点から見て､私が不安を抱いても､何の役にも立たない｡｣｢恐れ｣や｢臆病さ｣を切り離す｡
・｢失敗のことは忘れ､何もなかったかのように､新たに試みるようにしよう｡｣

・学徒はどんなに困難な人生の状況に置かれても内面の平静とゆるぎなさを保持することを学ばなくてはならない｡

・自分が組み取る､世界の力の泉は､涸れることがないと確信する｡

■3 秘儀参入
・秘儀参入者は神秘学の訓練における最高の段階だ｡

・秘儀参入を志す人は､試練を通過しなくてはならない｡

・生命を欠いた物体の､物質的な特性についての､より真実に近い真の直観を得る｡
1 火の試練－感覚的な直観に対してはいわばヴェールで覆われている｡

⇒｢霊的に焼き尽くされるプロセス｣

⇒不屈の精神

さらなる神秘学訓練

⇒神秘学の修業と関わる文字の体系について教えを受ける

⇒本当の神秘学の教えは文字の体系をとおして明らかにされる｡

⇒ある特定の魂の能力

⇒霊的な世界のできごとや存在者を文字の形のように読み解きたいという衝動

⇒象徴文字―私が学ぶ象徴文字は準備と啓示の段階で知覚することを学んだ図形や色や音などに対応している､ということに気づく｡

高次の世界において｢読む｣ことを始める｡

一定の秩序に従って意志疎通をすることができるようになる｡

高次の世界をよりどころとして行動するようになる｡

｢世界と人類を助ける人々｣は周囲に恵みを与え､よいことを行いながら人生を歩んでいく｡

人生において人間を有能にするあらゆる特性が高められる｡

②水の試練―個人的な気まぐれや､好き勝手な気持ちからではなく高次の原則・理想とともに､人の人生において､自分自身をコントロールする｡

・自分自身を支配する能力を豊かに育成するのにふさわしい機会になる｡

・義務ではなく､それでもなお義務をはたすことができる｡

・自分の考えに固執しないときにのみ､高次の世界における確実な立脚点を獲得することができる｡

・あらゆる偏見を捨て去らなくてはならない｡

③目標は与えられない｡

③空気の試練－日常生活において､すみやかな決断で､人生の課題に取り組む｡
これらの試練により
・高次の認識の神殿へと至る
(a)忘却の飲み物―低次の記憶によってたえず妨げられないで活動するためにはどうすればよいのか｡
(b)記憶の飲み物―高次の秘密をずっと自分の霊のなかに保持する｡
 ■4　実践的な観点
・忍耐を育てていく｡
・侮辱されたからといって､私の価値はまったく変わることはない｡　

・忍耐は高次の知識の宝物を引寄せるように作用する｡

・自分の欠点や弱点を取り除く方法は､まず認識すること

・あらゆる好奇心を消し去る｡⇒人類の進化のために奉仕する｡

・知ることに対する喜びの感情と献身的な態度

・敬虔さ

・願望と関わる生活を育成する｡

・ある領域において正しいことを認識するまで､私は何も願わない｡

・意図を持たないで霊学の勉強そのものに対する喜びと献身的な態度を育てていかなくてはならない｡このような姿勢で勉強するときに､私たちは同時に､おのずと実現することになるような正しい願望を抱くことを学ぶ｡

・怒ったり腹を立てたりするとき､魂の世界において自分の周囲に壁を築くことになる｡

・腹を立てることがなくなったからといってすぐに魂的(アストラル的)な現象を見るようになるわけではない｡⇒魂の目が発達しなくてはならない｡

・腹を立てる可能性を保持している間はこのような魂の目は活動しないままの状態に留まる｡

・私達が怒りをいくらか克服しても､魂の目がすぐに現れるわけではない｡

・思考のなかで十分に純化しないうちに口にするあらゆる言葉をとおして､私たちの神秘学的な訓練の道に､障害となる石が置かれることになる｡
・克服しなくてはならない性質－怒り､不機嫌､臆病な心､迷信､偏見を好む心､虚栄心､名誉欲､好奇心､必要のないことを何でも人に話したがる気持ち､人間を外面的な地位・性別・血縁関係をもとに差別する態度など｡
・誰かが私にあることを語り､私がそれに対して答えなくてはならないとき､私は､その話題について私自身が語るべき事柄よりも､相手の人の考えや感情を尊重するように努めなくてはならない｡このような場合には､相手の人の気持ちを繊細に感じ取る態度を育てることが大切だ｡

・大切なのは私が何らかの形で手を貸すことによって､自分自身のなかから正しい事柄を見つけるようにすることなのだ｡

・温和さ｡かたくなな態度は魂の目を目覚めさせてくれる魂的な存在をあなたのまわりから追い払う｡
・温和さを獲得するとすぐに特徴が魂の中で形成されることになる｡

・温和さを獲得すると､すぐに別の特徴が魂のなかに形成される｡

・自分自身の魂の活動を完全に沈黙させながら､周囲の世界的な営みのあらゆる細部に静かに注意をむける｡

・魂の活動を沈黙させ､周囲の世界での､魂的な活動の､あらゆる細部に静かに注意を向ける｡
・私たちの魂は周囲で営まれている魂的な活動の作用をとおして､成長しながら､さまざまな部分に分化し､組織化されていく｡

・辛抱強く､温和さと沈黙の傾向を身につけるとき､私たちの魂は魂的な世界に向って､霊は霊的な世界に向って開かれる｡

・静かに自己の内面に留まっている状態を保ちなさい｡

過去の習慣に従って､いままであなたのなかで波打っていた思考をすべて静めなさい｡内面において完全な平静さを保ち､沈黙し､辛抱強く待ち続けなさい｡

・そうすれば高次の世界はあなたの魂と目と霊の耳を形成し始める｡魂の世界や霊の世界で､すぐに見たり､聞いたりすることを期待してはならない｡

・高次の感覚を身につけたとき､ようやくあなたは魂的に見たり､霊的に聞いたりするようになる｡しばらくのあいだは､静かに自己の内面に留まっている状態を保ちなさい｡

・｢いつか私がふさわしい段階まで成熟したら､生じるべきものが生じるだろう｣という思考を自分のなかに深く刻みこんだら､慣れ親しんだ日常の仕事に取り組みなさい｡そして､高次の力のなかから､何かを好き勝手に自分のほうに引寄せようとする態度を厳しく戒めなさい｡

・あらゆる障害は各人が自分で訓練の道の上に置くのであり､当人が本気でそうしたいと思うときには､自分で避けることができるのだ｡

・現代の都市に特有のエゴイスティックな感情な感情の作用を受けたとしても､私たちの魂の目が､あらかじめ定められているのとは別のものに変化することはない｡

・毎年春に緑の森を毎日観察できない人はその代わりに霊学の成果をとおして伝えられる事柄を心のなかに受け入れる必要がある｡

・霊的な認識の頂点に至る道はたくさんあるが､私たちは必ず正しい道を選ぶようにしなくてはならない｡

・穏やかな海の上を(あるいは荒れている海の上を)航海する機会に恵まれる｡

・強い運命の打撃によって目を覆っているものが取り除かれる｡神秘学の生徒にとっては､運命の打撃が啓示を受け取るきっかけになる｡辛抱強く待ち続ける人もいる｡すると突然､穏やかな気分で静かな部屋に座っているときに､その人のまわりに霊的な光が現れる｡部屋の壁は消え､魂的に透明になる｡

・その人の魂の目を覆っていたものがなくなり､霊視できるようになる｡

■5 神秘学の訓練のための条件
・まず､完全に条件を満たすように努力すること

① 体と霊の健康に注意する｡

　・義務を果たすことを優先することがあるが､よい意志をもっていれば､私たちはどのようなこともおろそかにはできない｡

・健康や生命よりも楽しみを優先することは決して許されない｡

　・今置かれている生活環境のなかで可能な限り体と魂の健康を保つように努めるだけ｡どのような仕事にも私たちが人類全体のために奉仕する可能性が含まれている｡

　・霊的な健康を完全に保つように努めることが特に重要

・不健全な心情・思考と結びついた生活を営むと高次の認識に到達する道から逸脱してしまう｡

・明晰で穏やかな思考や確実な感覚や感情こそ､高次の認識に至るための基盤なのだ｡

・空想的なもの､興奮状態､神経的な態度､ヒステリックな態度､狂信的な考え方などを好む傾向を克服する｡
　・今自分が置かれている人生の状況を確実に理解し､穏やかな気持ちで事物そのものに語らせ､事物の作用を自分の中に受け入れる｡

  ・そして､必要な場合には､いつも人生に対して公正であるように努め､極端にかたよった事柄はすべて自分の判断と感覚に基づいて避けるようにする｡

　・｢醒めている｣状態をたもたなくてはならない｡

② 自分自身を､生命全体の一部と感じること｡
・感情を自分自身に向ける｡

　・この生徒のいたらない点は､私自身の行為の結果ではないだろうか､と考える｡自分と生徒は一体である､と感じるべき｡感情をぶつける代わりに､｢私自身はどうふるまうべきなのだろうか…｣と考える｡⇒思考全体が変化する｡
犯罪者に対しても､｢この人から奪われたものが私には与えられた｡…｣､｢私は全人類の一部分である｡私は生じるすべての事柄に関して､全人類とともに責任を負っている｣という考えに近づく｡⇒行動が変化する｡
③ 私の行動だけでなく､私の思考と感情も､世界に対して重要な意味をもっている｡
・身近な人間に対して抱く憎しみの感情は直接殴りつけるのに匹敵するほど破壊的な作用を相手に及ぼす｡

・内面生活は世界に対して重要な意味をもっている｡

④ 人間の真の本質は､外見にではなく､内面にある｡
・自分自身を魂的・霊的な本質として感じることが基本

・神秘学の学徒は外界の条件によって求められる事柄と自分にとっての正しいふるまい方とのちょうど中間を見出さなくてはならない｡まわりの人々が理解できないような事柄を一方的に押しつけてはならない｡そして､その一方で学徒はまわりの人々が認めてくれることだけをしようという欲求からも完全に自由にならなくてはならない｡

・｢霊的な秤｣を育てる｡⇒｢開かれた心｣と｢内面的な確実さと揺らぐことのない忍耐力｣

⑤ 一度自分で決めたことは､確固とした態度で守りとおす｡
・自分が間違った決断を下したということに気づく場合を除いては｡

・あらゆる決断はそれ自体､力なのだ｡

・欲望から生じるどのような行動も高次の世界にとっては価値がない｡ここで決定的な意味をもつのは行為に対する愛だけなのだ｡

・自分自身の行為や自分自身の全存在を世界のために捧げる｡

⑥ 自分に与えられるすべてのものに対する､感謝の感情をもつ｡
・｢私という存在は､宇宙全体からの贈りものである｡｣
・すべてに対する愛を自分のなかに育成する｡

・あらゆる存在が真の姿を見せるとき､感謝の気持ちを抱かずにはいられない｡⇒豊かさ

⑦ つねに､これらの条件が求めるとおりに､人生を理解する｡
・人生の個々の要素は調和しあうようになり､相互に矛盾することはなくなる｡⇒平静さ －真剣で誠実な意志を確立する｡

・真理を求める努力はすべて信頼と真の人間愛の上に築かれなくてはならない｡⇒人間愛⇒すべての存在に対する愛へ
・何かを生じさせたり生成させたりすることに喜びを感じる｡

・不完全なものは完全なものに変えることができる｡

・創造することを好む性質を自分のなかで育てる

・敬虔な感情を抱く｡

・すべての人間は(おそらくいくつもの受肉状態を経た＝輪廻転生をしたあとで)このような道を自分の力で見出すことができるようになる｡⇒神秘学の訓練を成し遂げるとこのような道は短縮される｡早く目標地点にたどりつく｡人類の幸福と人類の進化が霊的な努力によって促進されるような世界において､ほかの存在たちとともに働くことができるようになる｡
■6 秘儀参入のいくつかの作用について
・霊視者(魂の有機体・霊的魂的に光輝く雲が知覚できる)

・上記の訓練(■5①～⑦)により､人の魂の有機体が変化する｡
・衝動､欲望､情熱､表象などが霊的な姿を現す｡

・オーラ(感覚的な欲望を赤､純粋で崇高な思考は紫…)

・周囲の世界からはっきりと際立ったもの⇒頭の内部から物質体の中心まで伸びている｡さまざまな器官を備えた一種の自立した体のように見える｡

・チャクラ(車輪､蓮華)と呼ばれている器官が発達する｡⇒魂の感覚器官
・チャクラが明るく澄み､回転すると､霊視能力が発達する｡
・喉頭近くの霊的な感覚器官－ほかの魂的な存在の思考の種類を霊視する｡自然現象の真の法則をより深く洞察することができるようになる｡

心臓近くにある器官－ほかの心的態度を霊視的に認識させてくれる｡この器官を形成した人はさらに動物や植物のより深い力を認識することもできるようになる｡

みぞおち近くの霊的な感覚器官－魂の能力や資質を認識する｡動物や植物や鉱物や金属や大気の現象などが自然全体のなかでどのような役割を果たしているのか､ということも認識する｡

●16弁の蓮華⇒８枚の花弁を発達させるための訓練
　※８弁はすでに太古の昔に発達を遂げた｡

① 外の表象に注意をはらう｡

外界を忠実に映し出す鏡となるように秩序立った概念を作り上げるようにする｡正しくない表象は魂から遠ざける
② どのようなささいな事柄に関しても､根拠のある､十分な考えに基づいて決断するように努める｡

よく考えないで行う行動や､意味のない行為はすべて私たちの魂から遠ざけるようにする｡

どのような行為にも､よく考え抜かれた根拠が必要だ｡

意味のある根拠が見出せないような行為は思いとどまる｡
③ 意味のあること､重要なことを話す｡

ほかの人間とつきあうこきこそ､学徒が話す言葉は意味のあるものとなるように発達していくべき｡よく考え､あらゆる点を考慮に入れた上で､さまざまな事柄について語ったり答えたりしなくてはならない｡根拠のない事柄についてはけっして語らない｡言葉が多すぎたり少なすぎたりすることがないように気をつける｡
④ 外にあらわれる行動を制御する｡

ほかの人間の行動やまわりの世界の出来事と調和するように自分自身の行動を整えるように心掛ける｡秩序｡

自分自身をよりどころとして行動するときには自分が行う行為がどのような作用を及ぼすことになるか､ということを可能な限り明確に考える｡
⑤ 人生全体を整える｡

自然や霊に従って生きるように努める｡
生活を仕事のための手段とみなし､それに従って自分自身を整えていく｡調和的な生活が生み出されるように健康を管理したり､習慣を整える｡

⑥ 人間の努力・課題・目標を義務化する｡
自分の力が及ばないことには手を出さない｡自分の範囲内にあることをやらないですませてもならない｡

学徒は理想や人間の大いなる義務と関わるみずからの目標を立てる｡何も考えないまま､一個の歯車のように人類という駆動装置に組み込まれることはない｡学徒は自分自身の義務をよりよいものに､より完全なものにするために努力する｡

⑦ 人生から多くのことを学ぶ態度を身につける｡
正しくない不完全な方法で何かを行った場合には､それはのちに同じような事柄を正しく完全に行うきっかけになる｡

経験を宝物のように集めて､どのようなことをするときにも注意深くこの経験の宝物に照らし合わせて検討するようにする｡

⑧ 自己の内面､人生の内容や目標を意識化する｡
自分自身のなかに沈潜したり､注意深く自分自身と語りあったり､みずからの人生の原則を作ったり､検討したり､自分が知っている事柄について思考したり､自分の義務についてよく考えたり､さらには､人生の内容と目標について熟考したりしなくてはならない｡

・考えたり､語ったりする事柄が外界の事象と一致すればするほど､霊視能力はいっそう早く発達する｡

真実でないことを考えたり､語ったりすると16弁の蓮華のつぼみの一部を殺すことになる｡

・誠実さや率直さや正直さは建設的な力として作用し､嘘や誤謬や不正直な態度は破壊的な力として作用する｡

・｢よい意図｣だけではなく現実の行為そのものが重要な意味を持っている｡現実と一致しない事柄について考えたり､語ったりすると学徒はみずからの霊的な感覚器官の何かを破壊することになる｡

・以上が16弁の蓮華⇒残りの８枚の花弁を完全なものにする訓練となる｡

・これらの八つの魂の状態を整えていくと､16弁の蓮華は壮麗な色彩のうちに光を発し､法則に従った動きをするようになる｡

・全ては習慣

・他にも訓練方法があり､容易に実行に移すことができる｡

・これらの方法は時間がかかり､骨が折れるが､このような方法は私たちを確実な目標へと導き､道徳的な部分のみを強めてくれる｡

・蓮華をゆがめられた形で育成するとある種の霊視能力が現れる場合に､幻覚や空想的なイメージが現れるだけではなく､日常生活においても誤謬や不安定な状態が生じるようになる｡⇔誤った訓練

・思慮深く､明晰な思考を尊重する人間であることが他の何にもまして重要な意味をもっている｡

・超感覚的なものを感じ始めるとつい人に喋りたくなるが､人に話すことによって､自身の正しい成長は妨げられてしまう｡

ある程度まで明晰な思考を身につけてから人に話すことが許される｡

・食い違いのある二つの情報－先の判断を訂正することになる｡
判断のため､確実な根拠を得るまで自分で判断を下すのをさし控えて内面的な思考においても､外に向って発する言葉においても､このような事柄全体に関して｢沈黙｣を守っていたならば､事態はまったく別のものになっていただろう｡判断を下したり､それを言葉にしたりすることに関して慎重になる､という特別の性質を身につけなくてはならない｡

判断を下さなくてはならないとき､可能な限り多くの判断材料を集めるために沈黙を守ったまま印象や経験を受け取るようにするとさまざまな印象や経験を敏感に感じ取ることができるようになる｡

●心臓近くの12弁の蓮華のために必要なこと
・ある人間の魂がどのような種類の思考を抱くか､ということや､ある自然現象がどのような法則に従って生じるか､といったことを形態として知覚する｡

・霊視者はさまざまな種類の思考や自然法則が現れるときの形態について､正確に描写することができる｡

例：復讐の思考＝矢のようなぎざぎざ､善意＝開く花､明晰な思考＝規制

・魂の暖かさ⇔冷たさ

●魂の暖かさの感覚の育成
①自分自身の思考の流れを支配すること｡意味のある論理的な思考による､思考の制御
論理的でない思考はすべて避ける｡

ある人が論理的でない考えを語るのを耳にしたときは､すぐに正しい思考を自分の頭のなかで展開させるようにする｡ただし､霊的な発達を促進するという目的のために､愛情を欠いたまま､論理的でないという理由で自分を取り巻く世界を避けるようなことがあってはならない｡

自分のまわりの人が抱く論理的でない思考をすぐに訂正しよとする衝動を抱いてはならない｡

自己の内面において平静さを保ちながら､外から自分のほうにやってくる思考を論理的で意味のある方向へと導くようにするべきだ｡

そして､あらゆる事柄に関して､自分自身の思考をこのような目標に向かわせるように努める｡

②首尾一貫した行為
気まぐれな行動や調和を欠いた行為は12弁の蓮華を損なう｡

③ねばり強さの育成

目標達成をあきらめない
④寛容さ
批判しすぎないように努め､自分のほうにやってくるものをすべて理解するように心掛ける｡つねに理解にあふれた思いやりの気持ちを抱く｡

必然的に生じたことは受け入れ､力の及ぶ限り､事態をよい方向に向けるように努める｡自分自身の観点からの考察のみならず､相手の立場に立って考える｡

⑤人生のさまざまな現象に対する､とらわれない態度－信念や信頼
信頼の気持ちを抱きながらすべての人間や存在と接する｡そして､行動する際にはこのような信頼の気持ちを自分自身のなかにみなぎらせるようにする｡

新しい考えに基づいてすすんで自分自身の意見や見解を検討したり､修正したりすることができなくてはならない｡いつも自分が出会うあらゆるものを受け入れる｡

自分自身の行為が生み出す作用を信頼する｡

みずからの性格のなかから臆病さや猜疑心をなくすように努める｡

ある目標を達成しようという意図を抱くときは意図そのものの力を信頼する｡

100回失敗したとしても信じる｡

⑥ある種の人生の均衡状態(平静さ)を獲得すること｡

苦しいことが起きても､うれしいことがあっても､つねに安定した気分を保つ｡両極端の間を揺れ動く性癖を改める｡

・６つの特性を発達させず､魂の感覚器官がいびつに形成されてしまうと…悪に向う⇒寛容さを失い､臆病になり､拒絶的になる｡

その人はほかの人間の魂の状態を敏感に感じ取るが､そのため､かえってほかの人を避けたり､憎んだりするようになる｡

また､自分とは反対の意見に出会うと魂に冷ややかなものが生じ､相手の話に耳を傾けることができなくなったり､拒否をするような態度を取る｡

・神秘学の学徒は師から口頭でのみ受け取ることが許される特定の指示を守るなら､それだけ､蓮華の発達は速まる｡

ゆっくりであっても､魂の有機体には必ず影響が現れ､学徒はこれらの原則を絶対に守らなくてはならない｡

●みぞおちあたりの10弁の蓮華のために必要なこと
例：ある人が汽車に乗っている｡

一生懸命ある事柄について考えている｡

すると､突然思考がまったく別の方向に向かう｡

何年も前に体験した事柄を思い出して､この体験を自分のいまの思考と結びつける｡きっかけとして､窓の外のある人に視線が向き､過去の体験と関わりがある人物と似ていても､その人は意識せず､その作用だけが意識化され､｢おのずと思いついた｣と信じる｡

・経験したり､読んだりした事柄はその関連が意識化されないまま､人生に多くの作用を及ぼしている｡

例：特定の色が好きになれない｡⇒それは何年も前に自分を苦しめた先生がその色の上着を着ていた｡

数多くの錯覚がこのような関連から生じる｡多くの事柄が意識化されないまま､私たちの魂に印象を与えている｡

・目が無意識に新聞のニュースの文字をとらえ､翌日､｢予感｣となって現れることがある｡(無意識的つながり)

・受取りたくない印象は実際に受け取らないようにする｡意識を訓練する｡意志を訓練することによって､自分が注意を向けている事柄の作用のみを受け取るようにする｡自らの意志で､注意を向けている事柄の印象以外は避けなくてはならない｡自分が見ているものは､実際に見ようとしなくてはならない｡

自分が注意を向けないものは事実上存在しないようにならなくてはならない｡

・魂がエネルギッシュで生き生きとしたものになればなるほど､このような目標を達成できる｡

耳や目を向けている事物だけが存在しなくてはならない｡聞きたくないときは､すざまじい喧噪のなかにいても何も聞こえなくなるように訓練する｡意識的に視線を向けている事物以外は見ない｡あらゆる無意識的な印象に対して､自分のまわりに魂的な壁を築かなくてはならない｡

・ある事物に反感を抱くときはこの反感を押さえてこの事物と意識的な関係を築くように試みる｡⇒無意識的な要素が少なくなる｡

・いつも注意深く生きるように魂的な生活を整える｡自分が注意を向けたくないもの(向けるべきではないもの)は､自分から遠ざけることができなくてはならない｡

・瞑想⇒みぞおちの十弁の蓮華は正しい方法で成熟する｡

⇒形態と暖かさ⇒霊的な光や色彩⇒自然のなかの隠れた特性
⇒オーラ

・霊的領域では無意識的な記憶がとても活発に､遊戯的に作用する｡
●体の中央に位置する6弁の蓮華を発達させる
① 人の体／魂／霊が完全に調和するように自己意識を強める｡

・魂の好みや情熱と､霊の思考や理念を互いに完全に調和させるようにしなくてはならない｡

・体を崇高で純粋なものに変化させると､体の器官が魂と霊に仕える以外の事柄に私たちを駆り立てることはなくなる｡

・感覚的なものと霊的なものの間で均衡を保つ自由な魂を発達させなくてはならない｡

● 6弁の蓮華が発達する
・高次の世界の存在と､交流することができるようになる｡
・別世界に住む生命と自立性を備えた存在たちを知覚するときは､このような保証以上のものが必要になる｡

・さらに高次の器官を自由に使うことができなくてはならない｡

・自分自身の霊的な器官の動きを完全に意識的に制御し､支配できるようにならなくてはならない｡

・｢内面の言葉｣を聞き取る能力を身につけなくてはならない｡

・魂体だけでなく､エーテル体(物質体と魂体の中間)も発達させる必要がある｡

・霊視能力を備えている人はまったく意識的に自分の前にいる人間の物質体を見ないようにすることができる｡

・向きあっている人間の物質体を知覚のなかから消し去ると､霊視者の魂の目の前に魂体とエーテル体が残る｡

・意識から独立しているエーテル体の流れと動きに私たち自身が意識的に生み出す要素を付け加えるようになる｡

・神秘学の訓練が進むと学徒はすでに自分自身のエーテル体のなかに一定の流れと動きを生じさせるための準備をいくつか完了したことになる｡

・目標は物質体の心臓の付近に一種の中心点を形成すること｡この中心点からさまざまな流れと動きが多種多様な霊的な色彩と形態を取って現れる｡

・ありとあらゆる色彩を帯びて霊的に輝き､さまざまに色合いを変えながら秩序ある形態を示す｡

・ほかの形態や色彩の流れがこの器官からエーテル体のさまざまな

部分に向かって流れていき､さらに部分から魂全体へと浸透し､魂を輝かせる｡そのなかでもっとも重要な流れは蓮華のほうに向かう｡

人間が進歩すればするほどこの流れが広がる範囲は大きくなる｡

・もしも12弁の蓮華に何かが欠けていると組織の育成全体が無秩序なものになってしまう｡

・訓練を行うと人間が属している世界の法則や進化のプロセスと調和する流れや動きを自らのエーテル体にもたらすことができるようになる｡

・神秘学の指示の本質は先に解説したような瞑想や集中の訓練にある｡

・頭部の悟性的で理性的な思考を深めて内面化するのにふさわしい単純な事柄から始める｡思考は人間が完全に自分で支配することができる一点に集められる｡このことによってエーテル体の流れの一時的な中心点が作り出される｡中心点は最初のうちは頭部に作られる｡霊視してみるとこの中心点はさまざまな動きが生じる出発点として姿を現す｡まず最初に頭部の中心点を作り出すことによってのみ､神秘学の訓練は完全な成功をおさめる｡世界の現在の人間は高次の世界と感覚的な世界の関係を認識することが絶対に必要だ｡

・さらに訓練を続けると神秘学の学徒はエーテル体の状態を自分で決定することができるようになる｡霊的に進歩すると学徒はエーテル体をあらゆる方向に向けることができるようになる｡

・集中と瞑想の訓練を続けることによって､心臓付近の中心点を生み出すことができる｡

●試練の道をとおって身につけなければならない､四つの特性(P165～)
① 思考における､真実と仮象のものを､真理と単なる意見とを区別する｡
本質的でないものと重要なものを区別できるように自分を訓練しなくてはならない｡

平静さと忍耐強さを完全に保持しながら､外界を観察する際に繰り返しこの試みをするときにのみ私たちはこのような目標をめざして自分を訓練することができる｡

最後にはごく自然に真実をとらえるようになる｡

② 仮象のものと向きあったときに､真に実在するものを､正しく評価する｡
頭部の中心点が生み出され､同時に咽頭の中心点も準備される｡

エーテル体を自由に支配し､エーテル体を網状の皮膚のような組織で覆って､外界との境界を作ることができるようになる｡霊的な事実を少しずつ知覚し始める｡

③ すでに述べた思考の制御, 行動の制御, ねばり強さ,寛大さ,信じること, 冷静さという､以上の｢六つの特性＝徳｣を実践する｡
上記の六つの特性＝徳は心臓の付近にある12弁の蓮華の育成と関わりあっている｡エーテル体の生命の流れをこのような目標に導いていく必要がある｡

④ 内面的な自由に対する｢愛｣だ｡
心臓付近のエーテル的な器官を成熟させるのに役立つ｡

この特性が魂の習慣になると､私たちは個人的な性質や能力のみと関わる､あらゆるものから解放される｡私たちはものごとを自分自身の特別の立場から観察するのをやめる｡

私たちをこのような特別の立場に束縛している狭い自己の限界は消滅する｡

そうなると霊的な世界の秘密は私たちの内面に入ってくることができるようになる｡これこそがここで求められている解放にほかならない｡

個人的にものごとを観察することから自立し､自由にならなくてはならない｡

このような４つの習慣を身につけるとその影響によって私たちのエーテル体は実際に変化する｡

私たちのごくささいな行動や､すべての小さな仕事が､世界全体という一種の大家族のなかで､とても重要な意味をもっている｡私たちにとって大切なのは､このような意味を意識することだけだ｡

人生の日常的な営みを実際よりも低く評価するのではなく､正しく価値を認めることが重要だ｡(～P168)

霊学において伝えられる指示は人間の奥深い本性に決定的な作用を及ぼすことがわかる｡

四つの特性に関する指示はまさにこのような性質を帯びている｡

これらの指示は､霊的な世界に関するあらゆる世界観のなかに､さまざまな形で見出される｡

このような世界観の創始者たちは､暗い感情につき動かされてこれからの指示を人々に伝えたわけではない｡彼らは偉大な秘儀参入者だったからこそ､これらの指示を伝えることができた｡

彼らは認識に基づいて道徳的な指示を作り上げた｡彼らはこれらの指示が人間の繊細な本性にどのような作用を及ぼすかを知っていた｡彼らは自分に師事する人々にこのような繊細な本性を少しずつ育成していくように求めた｡

この世界観に従って生きるということは､霊的に完全な存在になるように自分自身に働きかけることを意味する｡このような働きかけを行うときにのみ､私たちは世界全体に仕えることができる｡自分自身を完全にするということはけっして利己的な欲求ではない｡

なぜなら不完全な人間は人類と世界に対しても､不完全な形で仕えることしかできないからだ｡みずからが完全であればあるほど､私たちはそのぶんだけ､全体のために役立つ存在になる｡

秘儀参入者から生じるものは､人間の魂のなかに流れ込んでくる｡そのことによって世界全体は人類とともに前進していく｡

秘儀参入者はこのような人類の進化のプロセスに意識的に働きかけた｡秘儀参入者が与えた指示は人間の奥深い本性のなかから汲み取られたものである､という事実に注意をはらうときにのみ私たちはこのような指示の内容を理解する｡偉大な認識を獲得した人は秘儀参入者だった｡私たちは自分自身が進歩することによってこのような指導者たちのいる高みにまで上昇するとき､彼らに近づくことができる｡

・エーテル体を育成し始めるとまったく新しい人生が開かれる｡

・私たちは16弁の蓮華をもちいて高次の世界の霊的な形姿を見る｡

・どのような事物や存在によって呼び起こされるか､ということに従って､これらの形姿はそれぞれ異なったものになる､という事実をはっきりと認識しなくてはならない｡

・私たちはこれらの形姿のうち､ある形姿に対しては､自分自身の思考と感情をとおして強い影響を及ぼすことができる｡

別の形姿に対してはまったく影響を及ぼすことができなかったり､ごくわずかな影響しか及ぼすことができない､という点に注意を向けることができる｡

例：ある形姿が現れるとき､観察する人が､まず最初に｢それは美しい｣という思考を抱き､次に､観察しているあいだにこの思考を｢それは役に立つ｣という思考に変えると､形姿はたちまち変化する｡

・形姿の世界内部で学徒自身の思考や感情による影響をほとんど受けない部分が残る｡

・自分自身を観察することによって学徒は初めてこの部分の本質を理解することができるようになる｡

・自分自身が行ったり､行おうとする意志を抱いたり､願ったりすることが形姿となって表現される｡

・学徒の中で作用する衝動や欲求や抱いている意図などがすべてこのような形姿となって現れる｡つまり､自分自身のすべての性格が形姿の世界にはっきりと現れる｡

・私たちは意識的に思考したり､感情を抱いたりすることによって､自分以外の存在が生み出したすべての形姿に影響を与えることができる｡

・高次の直感を行うとき､私たちの内面的な要素(私たち自身の衝動や欲求や表象の世界)は､他の事物や存在とまったく同じように外に向かって姿を現す｡

・高次の認識を行うとき､内面的な世界は外界の一部になる｡高次のせかいにおいては､自分自身の魂的な本質が私たちの前に鏡像のように現れる｡

・いままで自分自身の感覚に働きかけてくるものを外界としてとらえていたが､これからはみずからの人格の内部に存在するものを外界と見なすことができるようになる｡

・霊的な世界の存在と出会う準備が十分にできていないうちに霊的な世界に対して目を開いてしまった人は､初めて先に述べたような自分自身の魂の像を前にして､謎に直面したように立ち尽くしてしまう｡このとき当人が抱いている衝動や情熱の形姿が動物のような､あるいは人間のような形態をとって現れる｡

・霊的な世界では､私たちの内面に属している事象が外界として現れるときには､これらの事象は実際の姿の鏡像となって出現する｡

・外面的な事物に対する願望は､それを欲しがっている当人のほうに向かって動く形姿として現れる｡人間の低次の本性のなかに存在している情熱は当人に襲いかかってくる動物やそれに似た形姿となって現れることがある｡

・高次の直感へと上昇する前にあらかじめ冷静に客観的に自分自身の特性を認識しておくと､神秘学の学徒はみずからの内面的な要素が外から鏡像となって近づいてくる瞬間にも､正しくふるまう勇気と力を見出すことができる｡

・自分自身を観察することによってみずからの内面をよく認識しておかないと私たちは鏡像のなかに自分自身を見出すことができなくなり､鏡像を自分とは無縁の現実とみなすようになる｡

・学徒にとってもっとも理解しやすい霊的・魂的な事象は当人のなかに存在している｡

●目の付近にある二弁蓮華を使うとき
・自らの高次の自我を高次の霊存在たちと結びつけることができるようになる｡

・光が物質的な事物を目に見えるようにするのと同じようにこれらの流れは高次の世界の霊的な存在たちを私たちに見せてくれるのだ｡

・根本的な真理を含んでいる霊学的な表象に没頭することによって､学徒は目の付近にある二弁の蓮華から生じる流れを動かしたり制御したりすることを学ぶ｡

・霊の高次の器官を育成する法則とは､物質の世界の健全な理性と道徳の法則に他ならない｡

・物質的な世界において健全に生活したり考えたりすることができないと､私たちは健康な高次の自己を生み出すことはできない｡自然と理性にかなった生活こそはあらゆる真の霊的な発達の基盤なのだ｡

・人間の高次の自己は物質的に存在しているときに､霊的な世界の法則に従って生活する｡

・霊学を深く学ばない限りは､私たちはけっして真の高次の認識に到達することはできないからだ｡

・私たちは高次の霊的なつながりのなかに存在しており､私たちの特性や運命はこのようなつながりによって生み出される､ということが明らかになる｡私たちは自分自身の人生の法則､すなわちカルマを認識する｡私たちの存在を決定している低次の自我は高次の本質が取りうる形態の一つにすぎないことを洞察する｡

いっそう完全な存在になるために高次の自己をとおして自分自身に働きかけることができる､ということを知る｡

・｢人類の偉大なる秘儀参入者｣の存在は次第に明確な事実になっていく｡

・高次の自己について知り､高次の自己が低次の自己のなかに受肉するという教えについて学び､物質的な世界の人生を霊的なつながり(カルマ)をとおして支配する法則について認識し､最後に偉大なる秘儀参入者の存在について洞察する｡

・この段階まで到達するとき､学徒は疑念を完全に捨て去り､完全な知とゆるぎない洞察が生じる｡

・さまざまな宗教において､高次の霊的な事象や存在は外面的に目でとらえることができる儀式や秘跡や典礼のなかに表現されている｡

・宗教的な勤行そのものが霊的な高次の世界との交流の表現になる｡

・少しずつ成熟を遂げるうちに学徒は自分自身のエーテル体の流れをとおして本来の高次の人生と結びついた要素を制御し､そのことによって物質体を高次の意味において自由にすることができるようになる｡

 ■7 神秘学の学徒の夢の生活に現れる変化
・先の章で述べたような段階に到達した､あるいは間もなく到達する兆候として､夢の生活に変化が現れる｡

① 秩序､法則､原因､作用がかかわる｡⇒未知の世界のなかからイメージが現れるようになる｡⇒象徴性
② 別の世界の事象・状況の内容となる｡
・エーテル体が発達し始めると夢は秩序立ったものになるが､夢特有の象徴的な表現方法は保持される｡

・物質的な環境や体の中で起こる事象をもとに生み出される夢が秩序だったものになる一方で､そこに別の世界の事象や状況を表現する夢のイメージも混ざり込んでくる｡

・このような夢の体験を高次の霊的な発達の最初の兆候としてのみ見なすようにしなくてはならない｡

③ これまで醒めた悟性の支配を受けなかった夢のイメージは目覚めた意識をとおしてとらえられる表象や感覚と同じように悟性によって制御され､一定の秩序に従って全体が管理されるようになる｡夢の意識と目覚めている状態の違いはますます小さくなっていく｡夢を見るとき､私たちは言葉の完全な意味において､夢の生活のなかで目覚めるようになる｡

・夢を見るとき､私たちは実際に物質的な感覚によってとらえられる世界とは別の世界にいる｡ただし､霊的な器官が未発達な人はこのような世界に関して､すでに述べたような混乱したイメージしか形成することはできない｡

この第二の世界のなかに､日常生活のイメージや反映のみを見出す｡その人は自分が日常生活に関して作り上げるイメージや反映を､基本的に夢のなかにしか見ることはできない｡

・昼間生活しているとき､その人の魂は､知覚したものをイメージとして､もう一つの世界を構成している素材のなかに描き込む｡人間は昼間､意識的な生活を営んでいるときに同時に第二の無意識的な生活をもう一つの世界で営んでいる｡このことをはっきりと理解しなくてはならない｡私たちは昼間の生活をしているときに知覚したり､思考したりしたすべての事柄をこのもう一つの世界に刻印する｡蓮華が発達すると私たちはこのようにして刻印したものを見ることができるようになる｡⇒例：昼間には星を見ることができない｡

・発達した蓮華をもちいることによって､初めて､物質的な世界に属さない事柄の開示を夢のなかに書き込むことができるようになる｡

エーテル体を発達させることによって､私たちは自分自身が別の諸世界から書き込んだものを完全に意識化するようになる｡このようにして､新しい世界と交流を始める｡

・目覚めている場合と同じように夢のなかで観察する事象を完全に知覚することができるようになる｡
・この段階まで到達すると､通常の目覚めている状態においても､同様の観察をする｢ことができるようになる｡

・学徒はとくに自分自身の高次の自己を物質的な世界のなかに見出す｡次の課題は､この高次の自己をめざして成長していくことにある｡｢私の物質体と､私がいままで『私(自我)』と呼んできたものは､高次の自我の道具である｡｣ということを､生き生きとした感情とともにイメージするようになる｡感覚的な世界で生活している人間が､自分が使用する道具や乗り物に対して抱くのと同じような感情を学徒は低次の自己に対して育てていく｡
・高次の意識をとおして､物質的な世界における人生を貧しいものにするのではなく､むしろ豊かなものにするようにしなくてはならない｡

・高次の自我のなかで生活するようになると(高次の意識を獲得しようと努力している間に)､神秘学の学徒は霊的な知覚能力を心臓の付近に生まれる器官のなかに目覚めさせて､これまでの章で述べてきたような流れをとおして霊的な知覚能力を制御する方法を習得する｡この要素は外に向って､周囲の霊的な世界のなかに光を送りこみ､このような世界を霊視できるようにする｡それは､太陽の光が外から当たることによって物体が目に見えるようになるのと同じ｡

・エーテル体をとおして外界のなかに知覚器官の光を送りこみ､対象を照らし出すとき､ようやく私たちは本当の意味において､霊的な世界の事物や存在をはっきりと知覚することができるようになる｡

・自分自身で霊的な光を事物に投げかける場合にのみ､霊的な世界の事物を完全に意識化できることがわかる｡

・すでに述べたように､このような知覚器官を生み出す｢自我｣は人間の物質体のなかにではなく､物質体の外に存在している｡心臓の器官は人間が外からこの霊的な光の器官を燃え立たせることができる唯一の箇所だ｡

・もし､人間が心臓の器官とは別の個所で光の器官を燃え立たせるならば､光の器官をとおして生じる霊的な知覚は物質的な世界と結びつくことができなくなる｡私たちはあらゆる高次の霊性を物質的な世界と関連付け､自分自身をとおして物質的な世界のなかに作用を送り込むようにしなくてならない｡

高次の自我は心臓の器官をとおして感覚的な自己を道具として使い､心臓のなかから感覚的な自己を操作するのだ｡

・感覚的な人間は､感覚的な世界のある特定の場所に自分自身が存在しているのを感じる｡

・霊的に発達した人間は､知覚する霊的な事物と自分自身が一体になったように感じ､事物の｢内面に｣いるような感覚を覚える｡

・私たちは子どもの時期に､物質的な故郷でさまざまなイメージを本能的に受け入れ､その後は無意識のうちにこのイメージに従ってあらゆる事柄を判断するようになる｡⇒霊的な世界では私たちはまったく意識的に自分自身で霊的な故郷を作り上げる｡霊的な世界において､私たちは霊的な故郷をよりどころとしながら､自由で明るい意識をとおしてものごとを判断する｡このようにして､霊的故郷を作り上げることを神秘学用語では｢小屋を建てる｣という｡

・この段階までくると､私たちの霊的は直観は拡大し､アストラル界において物質的な世界に対応する霊的なイメージをとらえるようになる｡アストラル界には､人間の衝動や感情や欲望や情熱とよく似た本質を備えた､あらゆるものが存在している｡人間を取り巻くすべての感覚的な事物のなかには､人間の魂のなかで働く力と同じような力が作用している｡

・高次の直観をとおして観察してみると､水晶の形態は､人間のなかで働く衝動と同じような力を注ぎ込まれることによって作られることがわかる｡

・ここで述べているような段階に到達すると､神秘学の学徒は水晶や植物を見るとき､その内面で働いている霊的な力もとらえることができるようになる｡

・学徒は物質的な世界においてテーブルや椅子をみるのと同じように､直接的な対象として動物や人間の衝動を霊視する｡本能や衝動や願望や情熱の世界全体は動物や人間を包み込むアストラル的な雲､すなわちオーラとなって姿を現す｡

・この段階まで到達すると､霊視者はさらに､感覚的にはほとんど(あるいはまったく)とらえることができないような事象を知覚するようになる｡低次の事柄に関心を抱いている人々が集まっている空間と､高次の事柄に関心を抱いている人々がいる空間を比較してみると､アストラル的な意味において違いがあることに霊視者は気づく｡

・霊視の段階において､霊視者が最高の境地に到達すると､動物や人間の行動や情熱に対応する､アストラル的な作用が姿を現すことになる｡たとえば人間が愛にあふれた行為を行うときには､人間が憎しみに駆られて行動するときとは別のアストラル的な現象が現れる｡

・死⇒肉体の消滅(口がない)⇒願望に対応して現れるイメージ(美食願望)に来るしめられる⇔｢欲望の場所における体験｣⇒あらゆる欲望から浄化されるとこれらのイメージは消滅⇒魂は高次の領域(霊の世界)に上昇する｡ふさわしい発達段階まで到達すると､霊視者はこれらのイメージを見ることができるようになる｡

・霊視者はこの段階からさらに高みへと上昇していかなくてはならない｡

■8 意識の持続性の獲得
・３つの意識状態＝目覚めている､夢のある眠り､夢のない深い眠り

・夢が意味のつながりを持った､秩序だった世界を次第に作り上げていく｡

・進歩すると､最初は夢の生活から生じた状態を目覚めた意識の中に受け入れることができるようになる｡

・自分自身の魂の感覚を開くことによって体の感覚には隠されている事柄を霊視する､ということができる｡

・神秘学の修業を促進するための訓練を続けると､適切な時間が経過したのちに､学徒は夢の営みに大きな変化が生じるだけではなく､夢のない深い眠りまでも変化することを知る｡それまでの睡眠時の完全な無意識状態のなかに､さまざまな意識的な体験が混ざり込むようになったことに気づく｡眠りの普遍的な闇のなかから､学徒がそれまで知らなかったような種類の知覚が浮かび上がってくる｡

●1種体験－聴覚－深い眠りのなかで生じる事象を耳をとおして受け取る印象にたとえることができる｡
今までの体験とは異質のもの

●2種体験－視覚－より高次

・どのような状況においても落ち着きのなさや焦燥感は有害｡

・平静さを失ったり､｣急いだりすると､私たちはそれ以上の発達を促進されるどころか､むしろ遅らされることになる｡⇒平静さを保ったままおのずと与えられたり､授けられたりするものに身をゆだねなくてはならない｡強引に何かを手に入れようとするのをやめなくてはならない｡

・周囲の世界の事象と関連した､日常生活と､ある種の類縁を持つ物

・解かなくてはならない謎の答えが高次の世界から音や言葉をとおして伝えられるのを感じるようになる｡⇒日常生活と結びつけることができる｡

・それまで思考のみをとおしてとらえていた事柄を､感覚的な世界の出来事と同じくらい生き生きと､内容豊かに体験することができるようになる｡⇒感覚的な世界の事物や存在は､霊的な世界の現われであり､表現なのだ｡それまで隠されていた霊の世界が､周囲の世界全体のなかから神秘学の学徒のほうに鳴り響いてくる｡

・物質体の感覚器官が健全に形成されている場合にのみ､私たちは物質的な世界を正しく観察するためにこれらの感覚器官をもちいることができるようになる｡

・新たに開かれた魂的な感覚がすべて正しく整えられているときにだけ､高次の知覚能力は私たちに幸せをもたらしてくれる｡

・神秘学の修業で支持される訓練をとおして､私たちは自分自身でこのような感覚を形成していく｡

・世界の秘密と結びついた特定の表象や概念に注意を向ける集中の訓練がある｡

・さらに指定された方法で､世界の秘密と関わる理念のなかで生き､そのなかに完全に没頭する瞑想の訓練がある｡

・集中と瞑想により､私たちは自分自身の魂に働きかける｡みずからの魂のなかに魂的な知覚器官を発達させる｡

・集中と瞑想の課題に没頭するうちに体の中で魂が目覚める｡眠っているときに､先に述べたようなさまざまな体験をするようになると､私たちの自由になった魂が誕生する瞬間が近づいてくる｡

・集中と瞑想により高次の人間の本質が芽生え､成長する｡
・もし､訓練の何かをやりそこなうと､魂的な生命存在は一定の規則に従った誕生を遂げることができなくなり､生きる能力をかいたまま霊的な領域で流産してしまうことになる｡

・高次の人間の魂的な本質が最初は深い眠りのなかで誕生する理由は､｢まだ弱弱しく､抵抗力がないうちは高次の人間的な魂的有機体は感覚的な日常生活のなかに現われても､日常生活の強くて激しい事象に妨げられてしまうため､｣本来の力を発揮することはできない｡

・目覚めた高次の魂を昼間の意識のなかに受け入れるようになると､学徒は覚めた高次の魂を昼間のさまざまな体験をする合間に霊的な世界をその性格に従って知覚できるようになる｡つまり､周囲の世界の秘密を魂的なものをとおして音や言葉としてとらえる｡

・最初のうちは相互に関連しあっていない､それぞれ独立した霊的な体験と出会うことになる｡

・厳しく自分自身をチェックする訓練を続け､個々の実際の体験をいっそう明確にとらえるように努めながら､自然に生じる新しい体験がいままでの体験とおのずと結びつくように待ち続けるのが正しい｡

・参入し始めた霊的な世界から力を受け取りながら､正しい訓練を続けることによって､神秘学の学徒の意識は深い眠りの中までますます拡大するようになる｡

・眠りにおいて､｢無意識状態｣が｢意識的な状態｣へと変わり､さまざまな眠りの体験はおのずと結合しあうようになる｡

・感覚的な世界で習慣的に身につけている思考を､できるだけ高次の体験のなかにまぎれこませないようにするのがよい｡

・眠りのなかに存在していた無意識の状態が､完全に意識的な状態に変化する｡そのとき､眠りについて体を休息させるときに､目覚めている場合と同じように､一つの一つの現実の世界のなかで生きることになる｡

・高次の眠りの体験を自分の周囲の感覚的な世界と結びつけることを学ばなくてはならない｡
・神秘学では学徒が眠りの中で､意識を保つようになるこの重要な段階は意識の持続性(連続性)と呼ばれている｡

・この段階まで到達すると､物質体が休息し､魂が物質体の感覚的な器官をとおして外界の印象を受け取らなくなったときにも､私たちはいつも何かを体験したり､経験したりするようになる｡

■9 神秘学の訓練に伴う人格の分裂
・物質的な感覚をとおして観察することができない繊細な体(エーテル体とアストラル体)のみと結びつく｡人間が目覚めている間､物質体は物質的な世界の事情や存在と結びつき､これらの事物や存在から作用を受け取ったり､逆に働きかけたりする｡

・人間の魂は高次の世界のなかで生活している｡

・霊的な知覚器官を備えるようになると､人間は昼間生活しているときに通常の感覚をもちいて周囲の物質的な世界を知覚するのと同じように睡眠中も自分のまわりで起こっていることや自分自身が行うことを観察できるようになる｡

・神秘学の訓練の目的はこのような霊的な感覚器官を育成することにある｡

・訓練により眠りの生活が変化すると､眠っているときに自分のまわりで生じる事象を意識的に追っていくことができるようになる｡

・目覚めた日常生活を送っているときと同様に､私たちは睡眠中も自分をとりまく世界のなかを自由に進んでいく｡この場合､私たちは通常の感覚的な世界を本当の意味で正しく知覚するためには高いレベルの霊視が必要になる｡

・霊的な発達の初期段階においては､霊的な事象が日常的な感覚の世界に存在している事物と結びついている､ということに気づかない｡

・人間の魂はたえず高次の世界で生活し､そのなかで活動を続けている｡人間の魂は高次の世界から衝動を受け取り､この衝動をとおしてたえず物質体に働きかける｡人間は自分自身の高次の生活を意識しないでいるだけ｡⇒神秘学の学徒はこのような高次の生活を意識化する｡

・高次の意味において､霊視することができないうちは､私たちの魂は高次の宇宙的な存在によって導かれる｡訓練をとおして私たちは高次の宇宙的な存在の指導からはなれ､自らの手で自分自身を導かなくてはならなくなる｡

・⇒高次の世界から自分自身で力を汲み取りながら行動しなくてはならない｡これらの高次の霊的な力は､普遍的な宇宙の調和によって秩序立てられている｡

・いま､神秘学の学徒である私たちはこのような宇宙の調和の外に歩み出る｡今までは自分から何もしなくても高次の霊的な力が行ってくれたことを､これからは自ら行わなくてはならなくなる｡

・私たちは人生のいたるところで人間をおびやかす､恐るべき力と出会う｡私たちは感覚的には知覚できない力と存在をみずから使うことができるようになる｡

・たとえ当人がそれについてしらなくても､人間の人生に敵対する力は存在している｡それまでに隠されていた高次の世界に意識的に足を踏み入れると､高次の力の作用を受け取ることによって､これらの敵対する力と人間の関係は実際に変化する｡

・最高の意味において謙虚さやつつましさを身につけるとき､学徒は通常の意味における健康や生命をすべて保持しながら､まったく危険に陥ることなく､高次の生活へと上昇していくことができる､という確信を抱くことができる｡

・私たちはこの地上に自分自身の仕事を探すようにしなくてはならない｡この地上の仕事を離れて別の世界に逃避しようとしても結局は思い通りにはいかないことを思い知らされることになる｡

・霊の国から受け取ったものをもたらすことによって､私たちは地球そのものを変化させる｡私たちの仕事はまさにこのような点にある｡私たちが感覚的にとらえる地球は､霊的な世界に依存している｡創造的な力が隠されている､霊的な世界に関与するときにのみ､私たちは本当の意味において､地上での仕事を果たすことができるようになる｡だからこそ､私たちはこれらの想像的な力をめざして上昇していかなくてはならないのだ｡

・神秘学の訓練を受けるうちに､より繊細な体であるエーテル体とアストラル体に大きな変化が生じる｡

・このような変化は､エーテル体とアストラル体において､a)意志b)感情､c)思考という３つの基本的な力が発達していく過程と結びついている｡
・私たちは好き勝手に意志を抱いたり､感じたり､考えたりすることはない｡思考と感情と意志の結合に基づいている｡

・人が高次の霊的な発達を遂げると､たとえば脳はa)思考､b)感情､c)意志､と関わる脳という､自立して活動する三つの部分に分離する｡それぞれ､自由に独立して存在するようになる｡

私たちは目覚めた高次の意識をとおして､自分自身でこれらの器官を結び付けなくてはならない｡

・変化が起こったことに気づく｡
・自分自身のなかに自発的に衝動を呼び起こさなければならない｡

・訓練を始めると､今では同じ事実を前にしても､まったく何も感じないでいることができる｡

・学徒は三つの魂の力の相互作用を完全に支配することによって､重要なことを成し遂げる｡

・自分自身の本質を変化させることによって､ようやく､特定の超感覚的な力や存在と意識的に結びつくことができるようになる｡思考､感情､意志という学徒自身の魂の力はそれぞれ､世界のなかの特定の基本的な力と類縁関係にある｡

意志の力は魂のなかで､感情や思考と結合している状態から解き放たれていなくてはならない｡このような結びつきが解かれるときに､意志の作用は外に向かって現われる｡

・霊視者は憎しみの感情をはねつけることができる｡超感覚的な世界では憎しみなどははっきりと霊視することができるような現象となって姿を現す｡

私たちは魂の基本的な力の一部を働かせることによってこれらの事象と意識的に交流することができる｡

霊的な発展の道から逸脱する三つの可能性

①強引な性格－不完全な段階で不用意に思考と感情と意志の結びつきを切り離すとき｡

・高次の世界の法則によって生み出された力の結びつきが保たれている限りは三つの力のうち一つだけが目立った働きをするとしても､霊的な混乱をもたらすような､無秩序な状態が生じることはない｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・意志の力が強い人の場合には三つの力をまとめる高次の世界の法則をとおしてバランスを生み出すように作用するため､目立つ意志だけが悪い方向に向かうことはなくなるが､この人が神秘学の訓練を始めると､思考と感情が意志に対して正しい法則に従った影響を及ぼすことはなくなるため､その人は意志をとおして激しい力の行為へとたえず駆り立てられるようになる｡その人が高次の意識を支配しながら､魂の力を調和させるようにしないと､意志はそれ自身で勝手に一人歩きを始めるようになる｡

⇒奴隷のように意志によって支配され､駆り立てられる｡ついには次々と自分勝手な行動を取ろうとする強引な性質がその人のなかに現れるようになる｡

②感情への惑溺－一定の限界を越えて､感情が正しい法則によって支配されなくなるときに生じる｡

・むやみに他の人を崇拝したがる人は極度に他者に依存するあまり､ついには自分自身の意志や思考を失ってしまう｡

⇒高次の認識が生じるかわりに､その人の運命は悲惨といってよいほど､空疎で無力なものになる｡あるいは､信仰にあつく､宗教的な高揚を好む人のなかで感情生活が優位を占めるようになると､その人は宗教にのめり込み､惑溺してしまう可能性がある｡

③愛情を欠いた冷ややかな知的欲求－思考が優位にたつとき

・人生に敵意を抱き､自分のなかに閉じこもってしまうような内省的な性質が現れる｡このような人にとって､際限のない知的な欲求を満足させてくれる対象を提供してくれるという点においてのみ､世界は意味がある｡

その人はどこへいっても､無関心で冷ややかな性質を保ち続ける｡その人は日常的な現実に属する事柄に関与するのを避けようとする｡

・このような誤った道に入り込んでしまった学徒が陥る状態は､心を病んだ人や重い｢神経症の人｣の症状となる｡
 ・神秘学の学徒はまず､思考・感情・意志という三つの基本的な魂の力を調和的に発展させる｡
・後で､三つの魂の力の結びつきを解き､目覚めた高次の意識によってこれらの力を支配するようにする｡

・ひとたび誤りに陥り､思考・感情・意志という基本的な力をコントロールすることができなくなると､高次の魂は流産してしまうことになる｡人格は制御できない力によって支配されるようになり､その後､長い期間にわたってすべてをふたたびバランスのとれた状態に戻すことができなくなる｡

・眠りの意識のなかで体験したことを目覚めた状態においても意識化できるようになると､そのとき本当の意味での危険が生じる｡眠りの生活の一部を意識化できるようになると､普遍的な世界の法則によって支配されている目覚めた感覚的な生活をとおして､崩された魂のバランスを回復させるような作用を受け取る｡⇒目覚めているときの生活はあらゆる面において規則正しい､健全なものにならなければならない｡

・不安やあわただしさを外から取り除くことよりも､自分自身の気分や意図や思考や肉体の健康が持続的に不安定な状態に陥らないように気をつけることのほうが大切｡

・ひとたび訓練をはじめるとこの点に気をつけるのは､それまでのように簡単なことではなくなる｡

・人生に影響を及ぼすようになった高次の体験は私たちの存在にたえず作用し続ける｡自分自身の存在全体を確実に支配することができるように万全を尽くさなくてはならない｡私たちは冷静さを欠いたり､自分自身の人生の状況を穏やかに観察し､概観しようとする態度を失ったりしてはならない｡基本的には､これらの特性すべてが自ずと生み出される｡

■10 境域の守護者
・高次の世界に向って上昇するとき､｢境域の守護者｣と出会う｡

・守護者は｢小守護者｣と｢大守護者｣を見る

・意志と思考と感情を結びつける糸が繊細な体(エーテル体とアストラル体)の中で解かれる(※分離する)と｢境域の小守護者｣に出会う｡

・物質体のさまざまな部分において(最初は脳)においても､思考､感情､意志が解かれると(分離すると)｢境域の大守護者｣に出会う｡
・独立した存在｡ふさわしい発達段階に到達するまでは､この存在と出会うことはできない｡ 
・善因善果､悪因悪果
・あなたの性格が人生の経験､思考をもとに作り上げられていった｡
さらに､これらの力があなたの運命を生み出した｡

さらに､これらの力は過去のさまざまな受肉状態であなたが行った行為をもとに､一回ごとの受肉状態で､あなたがどれだけ喜びと苦しみを体験するかを決定した｡これらの力はすべてを包み込むカルマの法則としてあなたを支配してきた｡

・しかし､これから先､これらの力は､今まであなたを制御してきたきずなの一部をゆるめる｡

・これらの力があなたのために行ってきた仕事の一部を､今後は､あなたは自分で引き受けなくてはならないのだ｡

・あなたの素晴らしい長所と醜悪な欠点⇒過去から自分で生出した｡

⇒カルマ的な力はいまあなたがどのような存在としてどのように生きるか､ということを決定した｡

・あなたのよい面と悪い面はあなたから離れて､あなたの人格の外に出る｡私という存在は私自身の体を形成した｡

・幽霊のような私の姿はあなた自身の人生のカルマ的な出納長をもとに､作り上げられた｡今まであなたは私を見ることができなかったが､あなた自身のなかにはいつも私がいた｡

・隠された運命の知恵は私のなかの醜い欠点を消すように作用してきた｡しかし､私があなたの外に出たいま､この知恵もあなたのもとを去った｡隠された知恵はもうあなたの世話は焼いてはくれない｡

ひとたびあなたが私が守っている境域を越えると､私は目に見える姿で現れ､その後は一瞬たりともあなたのそばを離れることはない｡今後不正なことを行ったり､考えたりするたびに､あなたは過去の過ちをすべて償い､それ以上悪いことがまったくできなくなるまで自分自身を浄化したら私の存在は輝くような美しい姿に変わる｡そのとき､私はあなたの未来の活動を祝福しながら､ふたたびあなたと一体化し､あなたとともに一つの存在となることだろう｡あなたのなかに残っている恐れの感情やすべての行為や思考に対する責任を完全に引き受ける力は自分にはないのではないか､という不安感をとおしてあなたは私の境域と出会う｡あなたが恐怖から完全に解放され､最高度の責任を自分で引き受ける心がまえができるまでは､この境域を越えようとしてはならない｡

⇒死をとおしてあなたが地上の人生から呼び戻されるときには私はただあなた自身の人格の外に出るだけだった｡そして､そのような場合でも､私の姿はあなたの目に触れないように覆い隠されていた｡しかし､死と新たな誕生のあいだの時期に､あなたを支配する運命の力は､私の姿に目を向けながら､次の地上の人生において､私の姿に目を向けながら､次の地上の人生において､私の姿を美しいものに変え､あなた自身が向上することができるように､あなたのなかに力と能力を育てた｡私の姿が不完全だからこそ､運命の力はあなたを地上での新しい受肉状態に繰り返し､連れ戻さざるをえなかった｡以前あなたが死んだとき､私はその場に居合わせていた｡そして､私のために､カルマの導き手はあなたがふたたび生まれることを決定した｡もしも､新しい人生を繰り返し生きることによって､おのずと私を完全な存在に作り変えていたならば､あなたは死の力をとおして死ぬこともなく､完全に私と結びつき､私と一体になりながら､不死の生活に移行していったことだろう｡

私はこれまで､あなたが死ぬ瞬間に目に見えない姿でそばに立っていたが､いま､私は目に見える姿であなたの前にたっている｡

私の境域を踏み越えると､あなたはいままであなたが地上を去るたびに足を踏み入れてきた領域に入っていくことになる｡

あなたは完全に意識的にこれらの領域に足を踏み入れ､それから先はずっと､外面的に目に見える姿をとって地上で生活しているときにも､同時に死の領域で(本当は永遠の生命の領域)活動することになる｡ある意味において､私は死の天使だ｡それは決して滅ぼすことのできない存在のなかで､ふたたびよみがえるためなのだ｡いまあなたが足を踏み入れようとしている領域において､あなたは高次の存在たちと出会う｡こおの領域に関与することによって､あなたは無上の幸福感を味わうことになる｡あなたがこの世界で最初に出会うおは私(あなたが生み出した存在としての私)でなくてはならない｡いままでは私はあなた自身の生の営みをとおして存在していた｡しかしいま私はあなたをとおして自分自身の存在に目覚めた｡そして､私は未来の行為の目に見える基準(叱責する存在)としてあなたの前に立っている｡あなたは私を生み出すことができた｡しかし同時に私を作り変える義務も引き受けた｡(以上ブルワ―＝リットン『ザノニ』より)

・神秘学の学徒が｢境域の守護者｣の言葉に含まれている要求にこたえるだけの力を自分のなかに感じることができないときには､｢境域の守護者｣はそれ以上先にいかないように警告する｡

・｢境域の守護者｣がどんなに恐ろしい姿をしているとしても､それは学徒地震の過去の人生の結果であり､学徒の外で独立した生活を営むようになった､学徒本人の特性なのだ意志と思考と感情がばらばらに解き放たれることによって､学徒は独立した生活を営むようになった｡

・このように自分自身が霊的存在を生み出したと初めて感じることが､すでに学徒にとって意味深い体験になる｡

・このとき学徒はまったく恐怖を抱かないで恐ろしい姿を見ることに耐えなくてはならない｡｢境域の守護者｣と出会った瞬間に｢私には『守護者』の姿を美しいものに変える仕事を完全に意識的に引き受けるだけの力がある｣と感じることができなくてはならない｡このときに備えてあらかじめ準備しておく必要がある｡

・｢境域の守護者｣との出会いに成功することによって､神秘学の学徒が体験する死は過去に地上の人生で体験した死とはまったく別の出来事になる｡学徒は意識的に死を体験する｡着古したり､破れてしまった服を脱いだりするように物質体を脱ぎ捨てる｡物質的な死は学徒とともに生活し､感覚的な世界だけを知覚している人々にとってのみ､重大な意味を持つ｡しかし本人にとっては､自分をとりまく世界全体の意味合いは変わらない｡

・学徒が足を踏み入れた超感覚的な世界全体は､死ぬ前の段階で､すでに学徒の前にふさわしい形で存在していた｡この同じ世界が死後も学徒の前に存在し続けることになる｡

・一人ひとりの意識的な活動だけではない｡家族や人種や民俗に特有の性格があるのと同様に､家族や人種や民族全体の運命というものもある｡

・神秘学がの学徒は高次の世界と出会う｡

腕や足や頭…⇒人間の構成要素

一人ひとりの人格⇒高次の世界の構成要素

・家族や民族や人種の生活において､一人ひとりの人間の外で家族の魂や人種の霊が現実に作用している｡ある意味においては､個々の人間は家族の魂や人種の霊の意図を実行するための感覚器官にすぎない｡民族の魂はある仕事を実行するためにその民族に属する一人ひとりの人間を使う｡民族の魂そのものは､感覚的な現実世界までは降りてこない｡民族の魂は高次の世界で活動するために､民族の魂は一人ひとりの人間の物資的な器官を使う｡それは､建築家が建物の個々の部分を仕上げるために労働者を雇うのと､高次の意味において同じこと｡

・私たちは皆､家族や民族や人種の魂から仕事を与えられる｡ただし感覚的なものだけに目を向けている限りは､私たちは自らの仕事に託されている高次の意図について知ることはない｡無意識的に民族や人種の魂がめざしている目的のために働く｡

・｢境域の守護者｣と出会った瞬間から一人の人間としての自らの使命を知るだけでなく､自分自身が属している民族や人種の使命のために意識的に働かなくてはならなくなる｡視野が広がるたびに義務も限りなく拡大していく｡

・このとき学徒は実際に繊細な体に新しい体をつけ加えることになる｡いわば､さらに魂的な服を着る｡それまでは､地上的な人格を包み込む覆いを身にまとって世界のなかで活動していた｡共同体や民族や人種のために仕事をしなくてはならないときは､学徒の人格を手段として用いる高次の霊が手伝ってくれた｡

・｢境域の守護者｣はこれから先は高次の霊は学徒を導いてくれない､と告げる｡学徒はあらゆる共同体の外に出る｡このとき､民族や人種の霊に内在している力を自分で身につけておかなかったら､孤立した人間として完全にかたくなになり､破滅してしまうことだろう｡

｢誰があなたをこのように自由にさせてくれたのか｡家族があなたを世界のなかに生まれさせてくれたおかげで､あなたはいまこうして存在しているのではないか｡…種族や民族や人種があたなのために施してくれた教育のおかげ､…あなたの共同体の霊なのだ｣

学徒は初めて､民族や人種の霊に完全に去られるということの意味を認識する｡それが何を意味するのか､体験を通して､これから先の人生においてこれまで民族や種族や人種がほどこしてくれたあらゆる教育が意味を失うことを知る｡それまで学んだ事柄はすべて､意志と思考と感情の糸が断ち切られることによって完全に消滅する｡｢境域の守護者｣が最初の要求を語った後､その場所から旋風が巻き起こり､完全な闇が学徒の前に広がり､戒めの言葉が鳴り響いてくる｡

目の前に広がる暗闇を自分自身で照らし出さなくてはならない､ということを理解するまで､あなたは私の境域を越えてはならない｡

この言葉に､振り返り､自分の後ろを見る｡そのとき｢境域の守護者｣は人生の深遠な秘密を覆い隠していたカーテンを取り去る｡所属や民族や人種の霊が完全な現実として姿を現す｡

・学徒は今まで自分がこれらの導き手たちによって指導されていたことを知るとともに､これから先はどのような導き手もたよりにはできないことも理解する｡
あらかじめ準備ができていないと､私たちはこのような光景をみることにとうてい耐えられない｡しかし､境域まで到達することを可能にするような高度な訓練を積んでおけば､私たちはふさわしい瞬間に必要な力を見出すことができるようになる｡

このような訓練は私たちに調和的な作用を及ぼすため､境域を越えて新しい人生に足を踏み入れるときに､私たちが興奮したり､動揺したりすることはなくなる｡そうなると､神秘学の学徒である私たちは境域の体験をするときに､新しく目覚めた人生の基調となる至福感を予感することになる｡自分が新たに自由になったという感情がそのほかのすべての感情を圧倒する｡そして､このような自由な感情とともに､一定の段階に到達した人間が当然引き受けなくてはならない新しい義務と責任が姿を現す｡

■11 生と死----境域の大守護者
・｢境域の小守護者｣は自分自身で生み出した超感覚的な存在である､ということに気づくからこそ､私たちと境域の小守護者との出会いは重要な意味を持つことになる｡境域の小守護者の体はそれまでとらえることができなかった､私たち自身の行為や感情や思考の結果によって作り上げられている｡このような目に見えない力が運命や性格を生み出すもとになったのだ｡私たちが過去に今の自分自身の基礎をつくった､ということが明らかになる｡そのことによって､私たちの本質が､ある程度まで私たちの前に姿を現す｡
・目に見えない原因を手がかりにして､目に見える人生を理解する｡

病気と健康､死と誕生､といった重大な人生の出来事も私たちの目の前に本当の姿を現す｡
・私たちは､誕生する以前に自ら生み出した原因によって､必然的に､自分がふたたび地上の人生へと導かれたことに気づく｡このようにして､私たちは自己の本質を認識する｡

・私たちの本質は目に見える感覚的な世界の中で不完全な形で生み出され､この感覚的な世界のなかでのみ､完全なものとなるように導かれていく｡

・私たちが自己の本質を拡大する機会は､目に見える感覚的な世界にだけ存在する｡さらに､死によって自分自身が感覚的な世界から永遠に切り離されることはない､ということを理解する｡

｢はるか昔､私は初めてこの世界のなかに生まれた｡なぜならそのときの私は､感覚的な世界以外では獲得することができない特性を身につけるために､感覚的な世界の人生を必要としていたからである｡そして､感覚的な世界で獲得できるものをすべて身につけるまでは､私はずっとこの感覚的な世界と結びついていなくてはならない｡目に見える感覚的な世界のなかで必要な能力をすべて身につけることによってのみ､私は感覚的な世界とは別の世界で､他の存在たちとともに有用な仕事をはたすようになるだろう｣

・秘儀参入者は霊的な訓練を始める以前よりも､目に見える感覚的な自然の真の価値を認め､評価できるようになる｡これは､秘儀参入者が体験するもっとも重要な事柄の一つだ｡

・秘儀参入者は超感覚的な世界を霊視することによって､感覚的な自然の価値を認識する｡

・私たちは｢目に見える現実世界の体験がなければ､人間は目に見えない現実世界において完全に無力になってしまう｣ということを知る｡目に見えない現実世界において完全に無力になってしまう｣ということを知る｡

・目に見えない現実世界において生活するためには私たちはそのために必要な能力と器官を備えていなくてはならない｡そして､私たちはこのような能力と器官を､目に見える現実世界のなかでのみ獲得することができる｡目に見えない世界を意識化するためには､私たちは霊的に見なくてはならない｡｢高次の｣世界を霊視する能力は､｢低次の｣世界体験をとおして少しずつ育成される｡あらかじめ感覚的な世界で霊的な目を育成しておかなければ､私たちは霊的な目を備えて霊的な世界の中に生まれることはできない｡

・私たちはなぜ超感覚的な世界につながる｢境域｣が｢守護者｣によって見張られているか､ということを理解する｡

・超感覚的な世界に足を踏み入れると､神秘学の学徒の人生はまったく新しい意味を与えられることになる｡学徒は感覚的な世界が高次の世界の萌芽を育てる大地であることを知る｡学徒はある意味において､｢低次の｣世界がなければ｢高次の｣世界は不完全なものである､と感じる｡

・過去に向けられた視野と未来に向けた視野が開かれる｡

・最初に存在していたのは超感覚的なもののほうであり､感覚的なものはすべて超感覚的なもののなかから生まれた､ということを知っている｡学徒はこの感覚的な世界にやってくる前には､自分は超感覚的な世界に属していたことを知っている｡かつて存在していた超感覚的な世界は､感覚的な世界を体験する必要があったのだ｡

・感覚的な世界を体験しなければ､超感覚的な世界はそれ以上進化することはできなかっただろう｡感覚的な領域のなかで､ふさわしい能力を備えた存在たちが進化を遂げるとき､超感覚的な世界は再び進歩することができる｡そして､この存在たちこそ､人間にほかならないのだ｡人間は完全な存在となることを目指す｡そして､完全な存在になることによって､人間は高次の世界のためにさらに仕事を続けることができるようになるのだ｡

・ここに､学徒の視野は未来と結びつき､超感覚的な世界の高次の段階に目を向ける｡未来において､感覚的な世界で育成されるものの成果は､超感覚的な世界のなかに存在することになる｡将来､感覚的な世界そのものは克服されるが､感覚的な世界の成果は高次の世界に組み込まれていくのだ｡

・このとき､感覚的な世界の病気と死の意味を理解する｡すなわち死とは､超感覚的な世界が過去のある時点において､それ自体では先に進むことができない団塊に到達してしまったことの現われにほかならない｡もしも､新しい生命が入り込んでこなかったら､超感覚的な世界全体が死滅することになっただろう｡

・人間は死すべき存在であると同時に不死なる存在としての人間は始まりの状態にいる｡感覚的・物質的な世界のなかに姿をあらわすこのような二重の性質のうちに､初めて人間は世界に不死性をもたらす能力を身につける｡

人間の使命は､死すべきもののなかから不死なるもののための成果を取り出すことにある｡したがって過去に自分自身で作り上げた自らの本質に目を向けるとき､私たちは次のように考える｡

・私の中には死滅していく世界の要素がある｡これらの死滅する要素は私の中で作用しているが､私は少しずつ､新たに生命を得る不死なる要素をとおして死滅する要素の力を打ち破ることができるようになる｡

・私たちは死から生へと向かう道を歩んでいく｡もし､死の瞬間に､完全な意識を保ったまま自分自身と語ることができるならば､私たちは次のようにいうことだろう｡

・病気は過去の死滅する部分の影響によって生じる｡

・私たちは本能や衝動や情熱やこれらと結びつく器官のなかに､不死なるものを見出すことはない｡

私たちがこれらの器官をとおして生み出した仕事が初めて不死なる

ものを見出すことはない｡私たちがこれらの器官をとおして生み出した仕事が､初めて不死なるものとなるのだ｡過ぎ去りゆくもののなかから生み出さなくてはならない仕事をすべてなし終えたとき､ようやく私たちは､私たちを生じさせるもとになった死滅する要素(物質的・感覚的)を脱ぎ捨てることになる｡

私たちが最初に出会う､｢境域の小守護者｣は､過ぎ去りゆくものと不死なるものが混ざり合った人間の二重の本質の似姿だ｡｢境域の小守護者｣は､ふたたび純粋な霊的な世界に住むために必要とされる崇高な光の形態に到達するためには､私たちにはまだ何が欠けているか｣ということをはっきりと示す｡

｢境域の小守護者｣は私たちがどの程度まで物質的・感覚的な本性と結びついているかをありありとみせてくれる｡

このような結びつきは本能や衝動や欲望や利己的な願望やあらゆる形のエゴイズムとなって現れる｡民族や人種の中には純粋な人間性をめざす､さまざまな発達段階が姿を現す｡人種や民族に属する人々が純粋な理想の人間像を完全に表現し､物質的な過ぎ去り行くものから超感覚的な不死なるものに到達することをめざして努力すればするほど人種や民族は向上していく｡私たちがますます高度に発達する民族や人種のなかに繰り返し受肉することによって進化するということそのものが､解放のプロセスなのだ｡最終的には私たち人間は調和的な､完全な姿で現れなくてはならない｡

・繰り返し受肉し､ますます純化されていく道徳的な､宗教的な考え方を体験することによって､私たちは完全な存在になっていく｡道徳的な進歩の途上の階段には､理想主義的な未来の萌芽だけではなく､過ぎ去りゆくものへの欲求も含まれているが､それは純化されなくてはならないのだ｡

・｢境域の小守護者｣のなかには､過去の結果のみが姿を現す｡

・｢境域の小守護者｣という､過去から生じる自分

自身のイメージのなかに組み込まれているものだけを携えていこうとするならば､私たちは地上の仕事を部分的にしかはたせなくなる｡

・そのため｢境域の小守護者｣と出会ってからしばらくたつと､私たちはこのような第二の｢境域の大守護者｣とどのようにして出会うのかを物語風に記述してみることにしよう｡

思考と感情と意志の器官が物質体においても高度に分離し､相互の関係がこれらの器官そのものによってではなく､物質的な条件から完全に切り離された高次の意識によって支配されるようになるとき､私たちはこの｢境域の大守護者｣と出会う｡今や志向と感情と意志の器官が物質体においても高度に分離し､相互の関係がこれらの器官そのものによってではなく､物質的な条件から完全に切り離された高次の意識そのものによってではなく､物質的な条件から完全に切り離された高次の意識によって支配されるようになるとき､私たちはこの｢境域の大守護者｣と出会う｡いまや思考と感情と意志の器官は人間の魂の力が超感覚的な領域のなかから支配し､使用する道具になったのだ｡

第二の｢境域の守護者｣はあらゆる感覚的な束縛から解放された人間の魂に近づき､ほぼ次のようなことを語る｡

・あなたは感覚的な世界から解放された｡あなたは超感覚的な世界の市民権を獲得した｡これから先は超感覚的な世界をよりどころとして活動することができる｡

・あなたは自分自身のためには､現在のような形態の物質体はもう必要としない｡

・私の姿を見なさい｡私はあなたが今日まで自分自身のために行ったあらゆることを超越して､きわめて崇高な形で存在している｡

・これから先は､あなたは自由になった力をとおして､さらに感覚的な世界のために働かなくてはならない｡今まで自分自身だけを救済してきたが､これらからは､あなたは解放された存在として､感覚的な世界にいるすべての仲間を自由にすることができるのだ｡これからはあなた一人が超感覚的な世界に入っていくためではなく､感覚的な世界にいるほかのすべての人々を超感覚的な世界に一緒に連れていくために､人類全体の一員になりなさい｡

あなたは将来､私の力と一体になることができる｡しかし私は､感覚的な世界にまだ不幸な人々がいるあいだは､幸せを感じることはできない｡あなたは一人の自由になった存在として､今日のうちにも､超感覚的な領域に入っていきたいと願っていることだろう｡

・あなたは自らの運命を感覚的な世界にいる人々の運命から切り離そうとしている｡しかし､本当は､あなたたち人間はみな､お互いに一つに結びついているのだ｡

かつて､あなたたち人間は全員､感覚的な世界から高次の世界のための力を取り出すという仕事をはたすために､感覚的な世界のなかに降りなくてはならなかった｡他の人々から離れるならば､あなたはいままでほかの人々と協力しあうことによってのみ発達させることができた力を乱用することになる｡

他の人々が感覚的な世界のなかに降りてくれなかったら､あなたはこのような力を使うようにはなれなかったはずだ｡他の人々がいなかったら､あなたは超感覚的に存在するための力を手に入れることはできなかったのだ｡あなたは他の人々とともに獲得したこの力を他の人々と分かちあわなくてはならない｡

・獲得したすべての力をあなたの仲間を救済するために使い切るまでは､私はあなたを超感覚的な世界の高次の領域に入らせない｡

・私は｢燃える剣を持って楽園の前に立つケルビム｣として高次の領域に至る門の前に立ちはだかり､感覚的な世界で使い切っていない力があなたのなかに残っている限りは､あなたの中に入るのを拒む｡

・あなたがほかの人間のために自分の力を使おうとしないならば､あなたに代わって､この力を使う別の存在が現れる｡そのとき､高次の超感覚的な世界はこの別の存在をとおして感覚的な世界のあらゆる成果を受け入れることになる｡しかしあなたはそれまで自分と結びついていた基盤を失う｡純化された世界は､あなたを越えて､さらに進化していく｡あなたはこの世界から締め出される｡このときあなたは黒い道を歩むことになる｡そして､あなたが見捨てた人々は白い道を歩んでいくことになるだろう｡

・最初の｢境域の小守護者｣と出会ったあと､まもなく｢境域の大守護者｣はみずからの存在をこのように告げる｡秘儀参入者は誘惑に負けて､本来許されるよりも早い時期から超感覚的な世界に留まり続けると､何が自分を待ち受けているかを十分に認識している｡

・とても言葉では言い表せないような輝きが｢境域の大守護者｣から発する｡秘儀参入者の霊視する魂の前には境域の大守護者と一体化する境地がはるかな目標として存在している｡

・しかし､秘儀参入者には感覚的な世界から自分のなかに流れ込んできたあらゆる力を感覚的な世界から自分のなかに流れ込んできたあらゆる力を感覚的な世界を解放し､救済するという目的のために使い切ったとき､初めて私は境域の大守護者と一つになれる､ということがよくわかっている｡高次の光の形姿である｢境域の大守護者｣の要求に従おうと決心することによって秘儀参入者は人類を解放する仕事のために尽力することができるのだ｡秘儀参入者は自分だけ早く超感覚的な世界へ上昇しようとすると､人類の進化の流れは秘儀参入者を追い越していってしまう｡

・感覚的な世界から解放されると､秘儀参入者はもはや新しい力を

自分自身のために獲得することはできなくなる｡感覚的な世界のために仕事をしようとするとき､秘儀参入者は､これからさらに活動することになる感覚的な世界から､自分自身のために新しい力を受け取ることを断念する｡

・白い道を選ぶためには､決断するときに､自分一人の幸福をエゴイスティックに追い求めたいという誘惑を退けることができるくらい､私たちが純化されていなければならない｡

・私たちは高次の超感覚的な領域において受け取ったものを､自分のなかに取り込まないで､周囲に放射させる｡これこそは､私たちの仲間である人々に対する愛なのだ｡

・白い道を歩む神秘学の探求者は一人の人間の幸福にはまったく関心を抱かない｡人間と人間の仲間であるすべての存在を進化させ､自由にすることだけに関心がある｡探求者はどんな人も拒絶しない｡

善なる神秘学の探求者の教えに実際に従う人は､境域の大守護者が求めることを理解する｡探求者の使命は､初めから献身的に協力をしようとする意志をもって超感覚的な世界に足を踏み入れるようになるまで､学徒を超感覚的な世界から遠ざけておくことにある｡

⇔黒い道＝エゴイスティックな人間が望むものはすべて手に入る道

ニ弁の蓮華(目)､十六弁の蓮華(咽頭)､八つの訓練(八正道－正見･正思惟､正語､正業､正命､正精進､正念､正定)､十二弁の蓮華(心臓)､六つの訓練(六つの特性)､十弁の蓮華(みぞおち)と訓練､六弁の蓮華
夢の見続け方､夢の実現の仕方を学び合い､迷路に迷い込んだら支え合えるところが当方幸せ研究所知多クリック内http：//www.chitac.com/

以上皆みな様からの学びです｡ありがとうございます｡　　　　　2011.9.28













